発電設備の並列運転に関する運用申合わせ書

年  月  日 制定

○○発電所
九州電力送配電（株）○○支社△△配電事業所
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○○発電所（以下甲という）と九州電力送配電（株）○○支社△△配電事業所（以下乙という）は、両者に関する電力設備の運転など円滑な給電運用を実施するため、「発電設備系統連系サービス契約書」にもとづき、次の申合せを行います。 

申  合  せ  事  項

１．運用の基本事項

(1) 供給信頼度及び電力品質の面で他のお客さまに悪影響を及ぼさないこととします。

(2) 公衆及び作業者の安全確保並びに電力供給設備及び他のお客さま設備の保全に関し、悪影響を及ぼさないこととします。

２．関係機関及び配電系統 

(1) 関係機関 

関  係  機  関  名　略  称 

・○○ 

・九州電力送配電株式会社 □□支社△△配電事業所 
　(2) 関係配電線

　　　○○変電所　△△線

(3) 配電系統及び単線結線図 

ａ △△線の配電系統は、別紙－１の配電系統図のとおりとします。

ｂ 甲構内の配電系統は、別紙－２の単線結線図のとおりとします。 

３．連絡体制 

発電設備の並列運転に関する甲及び乙の連絡体制は別紙－３のとおりとします。 

４．乙の停止作業及び系統切替 

(1) 発電設備の停止

乙の設備点検、修繕、変更その他の工事等に伴い、連系配電線の停止又は系統切替を行う場合で、甲の発電設備が並列運転した状態では、供給面、電力品質面、安全面などから支障が生じる恐れがある場合は、乙は甲に発電設備の停止を要請し、甲は乙の指示に従うものとします。

なお、工事等については、原則として土、日曜および祝祭日を除く平日昼間帯に実施するものとします。

また、大規模な工事等では、複数日連続することもあります。

(2) 事前連絡 

乙は原則として停止予定日の７日前までに甲へ連絡します。

なお、上記に係わらずやむを得ず緊急に停止作業又は系統切替が必要と判断された場合、乙は甲へ発電設備の停止について依頼することがあります。その場合、甲は乙の指示に従うものとします。

(3) 操作方法 

ａ 連系配電線を系統切替する場合

①　乙の操作指令に基づき、甲は発電設備を停止し発電設備の手動開閉器を開放の後、速やかに乙へ連絡します。 乙は甲からの手動開閉器開放連絡受信後、連系配電線の系統切替操作を行います。

　　　②　作業終了後、乙は甲へ発電設備の連系可能開始連絡をします。甲は、乙からの操作終了連絡受信後、発電設備が停止している事を確認し、甲の発電設備の手動開閉器を投入して、発電設備を連系するものとします。

ｂ 連系配電線を停止する場合 

①　乙の操作指令に基づき、甲は発電設備を停止し、区分開閉器を開放の後、速やかに乙へ連絡します。乙は甲からの区分開閉器開放連絡受信後、連系配電線の停止操作を行います。

②　作業終了後、乙は停止配電線を送電する場合、操作を開始する前に、甲へ区分開閉器の状態（区分開閉器の開放）を確認します。

乙は甲の区分開閉器開放を確認後、配電線の送電操作を実施し甲へ連絡します。 

甲は乙からの操作終了連絡受信後、発電設備が停止していることを確認し甲の区分開閉器を投入して受電を確認した後、発電設備を連系するものとします。 

(4) 配電線作業時の安全確保 

ａ 甲または乙の作業により甲の区分開閉器を開放する場合、甲の発電設備からの逆充電防止対策として「作業中開放」札をつけます。 

ｂ 作業終了後、甲は甲の発電設備が停止していることを確認のうえ、「作業中開放」札を取り外し、甲の区分開閉器を投入します。 

５．事故時の処置

(1) 発電所の事故

甲の所内設備に事故が発生し、甲が人身の安全確保及び設備保全上緊急に受電を停止した場合は、停止操作終了後速やかに乙に連絡します。 

なお、事故復旧作業等で乙の配電線停止が必要な場合、甲は速やかに配電線停止を乙に依頼します。 

(2) 配電線事故

a　発電設備の停止

乙の設備に事故が発生し、乙が人身の安全確保及び設備保全上緊急に甲の発電設備に接続する配電線を停止した場合、甲は発電設備を確実に停止するものとします。

b　配電線復電後の発電設備の取扱い

甲の発電設備に接続する配電線が復電した場合であっても、甲は発電設備を自動で再連系しないものとします。その後の発電設備の再連系は、「次項ｃ」によるか又は甲から乙へ連絡のうえ、以後、乙の指示に従うものとする。
ｃ　発電設備の再連系

乙は、甲の発電設備に接続する配電線に対して甲の発電設備の再連系が可能となった場合、甲へ速やかに連絡します。その後、甲は乙の指示のもと発電設備を再連系するものとします。

(3) 緊急停止時の区分開閉器の操作

乙が事故復旧等により緊急を要し甲の区分開閉器操作が必要と判断した場合、乙は区分開閉器を操作し、操作状況を速やかに甲へ連絡します。 事故復旧後、甲の区分開閉器による送受電は、甲・乙打合せのうえ実施します。

６．その他緊急時の取扱い 

非常災害時やその他、人身の安全確保及び設備保全上緊急を要する場合、乙は甲へ発電設備の停止を依頼すること、もしくは甲の区分開閉器操作が必要と判断した場合、乙は区分開閉器を操作することがあります。その場合、甲は乙の指示に従うものとします。

７．発電設備の操作に伴う費用

前項第４項、第５項、第６項の場合、甲の発電設備停止及び再連系にともなう費用等について、原則として乙はその責任を負わないものとし、具体的には、「太陽光発電からの電力受給に関する契約要綱」（又は「特定契約・接続契約書」）によるものとします。

８．連系保護装置及び電圧補償装置（含む一定力率運転時の設定力率）の運用 

(1) 連系保護装置及び電圧補償装置の整定変更及び障害時などの運用は、甲・乙間で打合せのうえ実施するものとします。

(2) 連系保護装置及び電圧補償装置の整定値は、別紙―４のとおりとします。
(3) 連系保護装置及び電圧補償装置の整定変更及び試験は、甲が行い、試験結果を速やかに乙へ提出するものとします。

　(4) 乙は需要動向の変動により甲への供給系統を変更する場合、乙は甲へ保護装置及び電圧補償装置整定値の変更を依頼します。

　　　なお、保護装置及び電圧補償装置整定値変更は甲の負担にて実施し、整定値変更後は速やかに、乙に報告します。

９．その他 

(1) 甲及び乙は、電気設備の運転状況その他参考事項を必要に応じ相互に連絡します。 

(2) 甲及び乙のいずれかが本申合せの内容の変更を必要と認めた場合は、その都度相互協議のうえ改訂します。 

なお、本文の変更が伴わないものについては、相互承認のうえ差し替えを行い、改訂に替えます。  

(3) 本申合せ書の有効期間は、原則として本申合せ書の締結から１年とし、毎年相互に内容の確認を行います。 

なお、変更のない場合は自動更新とします。 

(4) 甲及び乙は、この申合せ書に記載していない事項については双方誠意をもって協力します。 

(5) 甲及び乙は、別紙－３の連絡体制に変更が生じた場合は最新情報を相互に交換します。 

(6) 本申合せ締結の証として本書２通を作成し、互いに１部を保有します。 

年　月　日 

（甲）　　　 

（乙）　九州電力送配電株式会社 □□支社○○配電事業所 
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